
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

はちどりプロジェクトはたくさんのはちどり村民、はちどり会員様のご支援のおかげで、発足から今年で 10周年を迎え

ることができました。 ありがとうございます。 

 

 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 

年次報告書 
令和 2年度 8期目 

 

 

2011 

2012 

2013 

2014 

2015 

2016 

2017 

2018 

2019 

2020 

2021 

 

 

カンボジア学校建設のために 

「はちどりプロジェクト」を設立 

NPO として法人化 

就労支援事業を開始 

3月 紙漉き工房を建設 

6月から紙すき産業を開始 

トマイ村にはちどりプロジェクト

2校目の小学校が完成 

 設立から 10周年！！！ 

 

 

 

1. 10年の歩み 

2. はちどりプロジェクトの活動 

3. インターン生の声 

4. 室蘭事務局長のインタビュー 

5. 理事長メッセージ 

6. 財務報告 

7. 募金月間 

はちどりスクール初めての 

卒業生 13名が誕生 

3月 石けん工房建設  

7月 地球に優しい石けん作りを

開始 

2月 はちどり小学校完成 



 

カンボジアの在住者の方にご協力頂、昨年に引き続き小学校に本

に寄贈させて頂くことができました。 

 

残念ながら、子どもたちはコロナ禍のなか国の決まりにより学校

に通うことができない現状が続いてますが、先生が宿題を出し、

定期的に少人数で集まり宿題を確認するなど工夫をしておりま

す。 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

毎年２回プレイキション村に来ていただいていた明治学院大学のカンボジアサークル「ぽけっと」と協力して、

環境教育のための教材の製作を進めております。 

現地に行けなくてもカンボジアの子どもたちのために何か活動したい学生さんたちの想いを受け止め、現地に繋げ

ていきます。

現在はちどりプロジェクトでは、2022年カレンダーを 

販売させていただいております。 

カンボジアで漉かれた紙の一枚一枚にはプレイキション村の女性

たちの思い、そしてカレンダーに文字を書いてくださった書道家

TOMMYさん、そしてはちどりプロジェクトに関わるたくさんの方の

思いが詰まっています。 

インターン生わかが担当しております。

hachidori.waka@gmai.com 宛にご注文お待ちしております。 

 
 

 

プレイキション村で暮らす 10〜50代の女性たちがカンボジアの綿と井

戸水で漉いた紙（オークンコー）を製作しています。 

 

昨年は厳しい状況下においても、1人も従業員を解雇することなく継続

することができました。現在はさらに多くの方に手に取っていただけ

るよう室蘭に販売店をオープンするための準備に取り掛かっていま

す。 

 

また、漉いた紙（オークンコー）を使用して作成した 2021年版のカレ

ンダーを製作販売させていただきました。 

mailto:hachidori.waka@gmai.com


 

 

SDGs とは Sustainable Development Goals: 持続可能な開発目標の略称です。 

2015年に行われた国連サミットで採択された貧困や不平等・教育格差、気候変動など

の解決を目指す世界共通の 17の目標から成り立っています。
 

持続可能な教育支援のための就労支援活動 

はちどりプロジェクトではカンボジア原産の綿と井戸水を使って紙を作る就労支援活動を行っています。村で働くことが

できれば、出稼ぎに行くことなく子どもたちは、学校で学び続けることができるからです。 

 

2019年から取り組んでいる石けんプロジェクトでは、現地の村で収穫したお米か

ら油を圧搾し、環境にやさしい原料を使用した石けんを作っています。この石けん

を使った汚水は地中で 24時間以内に微生物が分解してくれるので、井戸水で暮

らす村で安心して使用してもらえるので環境保全事業に繋がっています。 

また現地の資源を使って、現地の人がモノづくりをすることで、持続可能な活動を

推進しています。 

 

活動から 10年。気づくとはちどりプロジェクトの活動は 

SDGsの取り組みに繋がっていました。 

 

ですが世界にはまだまだたくさんの問題があります。環境

問題、貧困、衛生、教育格差など解決すべき課題は山積

みです。 

私たちの活動が多くの人の共感を呼び、国際協力の輪が

広がっていくことを願っています。 

 
 

 はじめまして！桜美林大学 2年生の下平華希（しもだいらはなき）です。 
  

私は今まで社会貢献をしたことが一度もありませんでしたが同じ大学の友人が 

私にはちどりプロジェクトを紹介してくれました。国際支援活動に興味をもっていたこともあり、 

大学２年生の夏休みを無駄なものにしないためにもインターンの参加を決意いたしました。 

 

８月から活動させて頂き、はちどりの支援活動を学び、インスタグラムに投稿したり、この年次報告書の製

作活動に参加。 

 

私は室蘭事務局長の高山さんのインタビュー記事を提案させて頂きました。 

zoomで高山さんにお話を伺ったおかげで、私自身のカンボジアへの想いを考える機会となり、全てのタ

イミングを逃さずに経験を積むことの大切さを実感することができました。 

 

また、このような活動をさせて頂くことで、少しでもはちどりプロジェクトに貢献ができると思うと、とても光栄

に思います。 

より多くの方に年次報告書に目を通していただけたら幸いです。 
 



室蘭事務局では募金箱の設置や、書き損じはがきの回収を行い、その活動を SNSで紹介させて頂いた

り、室蘭民報さんに取材頂いたりしています。現在はカンボジアのプレイキション村で生産した石鹸を日本

国内でも購入していただけるように、室蘭石けん販売店オープンに向けた活動を進めています。 

 
 
 

 

 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

プレイキション村に小学校を建ててもうすぐ 10年。卒業生は 60人を越えました。 

ですが卒業できない生徒もいます。通い続けられなかったため、読み書きができない 10 代の子どもたちもたく

さんいます。 

だけど、村の子どもたち全員を通わせることに執着してはいけないことも、この 10年で学びました。 

生徒を出かせぎに連れていかないでほしいと、何度も家庭訪問して、お母さんに訴え続けたこともありました。

だけど、訴えても、雇用しても、私に何も告げずにタイに行ってしまうんです。裏切られたと感じたり、わかっ

てもらえないと嘆いたりしたこともありました。 

でも、そう思うことの傲慢さも知りました。 

そして目の前に直面する課題への支援も大切ですが、少し先の未来に向けた仕組みを 

つくり、種まきをするような支援の大切さを痛感し、そのための活動を続けさせて 

頂いています。 

ここまで続けてこられたのは毎月、毎年ご支援してくださる「はちどり村民」 

「はちどり会員」の皆様のおかげです。 

本当に、ありがとうございます. 

9月 24日、1年半ぶりにカンボジアに向かいます。 

現地での活動を再開させて頂けることに感謝しかありません。 

 

NPO法人はちどりプロジェクト 理事長 宮手恵 

室蘭事務局ではどのような活動を行っていますか？ 
 

 
さら 

 

 
高山さん 

この度の年次報告書の作成に際して、インターン生二人で室蘭事務

局長の高山まみこさんに Zoomインタビューでお話を伺いました！ 
 

 
はなき はちどりプロジェクトに参加したきっかけを教えてください。 

 

 
高山さん 

カンボジア旅行の懸賞が当たったことがきっかけで初めて海外旅行に行きました。 

その旅行で、小学校が存在していても両親が仕事で出かけているため、幼い兄弟の面倒や家事を担わなくてはなら

ないため学校に通えない子どもたちがいる現実を知ったのです。 

学校に通いたい子どもたちのために、私はカンボシアで自分自身にできることが何かあるのではないかと思いまし

た。 

そして、「カンボジアに保育園を作りたい」という夢を抱きました。 帰国後、タイミングよく「はちどりプロジェクトの講演会」で話を伺い、素敵な活動だと共感し協力したい思いを伝え、参加する

ようになりました。 

はちどりプロジェクトでは自分の将来の夢につながるような活動をさせて頂いています。またボランティア活動は自分自身に

大きな影響を与えくれるので、熱い思いをもって活動しています。 

 

 
はなき 

10周年を迎えて何か感じていることはありますでしょうか？ 

 

私がはちどりプロジェクトを選んだ理由の１つは、自分たちの支援が直接届き、その過程を自分で目の当たりにできること

ができるからです。それは信頼につながります。 

 

その信頼を積み重ね、物販や募金を頂き、カンボジアでの教育支援、就労支援を 10 年続けてきたことは本当に凄いことだ

と感じます。この 10年の中にいろんな人の支えがあって今があると実感します。 

 

そして、たくさんの人がいろんなページを綴っているうちの 1人であることに感謝しています。 

 

 
高山さん 



 

科目 金額 

経

常

収

益 

受取会費（正会員受取会費） 

賛助会員費 

受取寄付金 

受取助成金等 

事業収益 

その他収益 

36,000 
854,000 
631,987 

2,078,000 
1,157,939 

501 

経常収益計 4,758,427 

経

常

費

用 

事業費 
管理費 

1,765,947 
449,365 

経常費用計 2,215,312 

当期経常増減額 2,543,115 

経

営

外

収

益 

固定資産売却益 

経営外収益計 

0 
0 

経

営

外

費

用 

過年度損益修正損 

経常外費用計 

税引前当期正味財産増減額 

当期正味財産増減額 

前期繰越正味財産増減額 

次期繰越正味財産増減額 

0 
0 

2,543,115 
2,543,115 
1,291,934 
3,835,049 

 

 

2,114,894

3,373,258

2,796,598

6,539,314

4,945,645
5,428,342

4,758,427

1,279,636

2,362,708

1,500,962 1,376,296 1,348,704
1,723,067

1,157,939

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000
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資
産
の
部 

1.流動資産 

商品 

製品 

原材料 

現金預金 

貯蔵品 

未収金 

流動資産合計 

 

86,192 

3,137 

17,117 

2,028,943 

28,642 

73,112 

2,237,143 

正
味
財
産
の
部 

 

前後繰越正味財産 

当期正味財産増減額 

正味財産合計 

負債及び正味財産合計 

 

1,291,934 

2,554,665 

3,846,599 

3,846,735 

2.固定資産 

有形固定資産 

投資その他の資産 

固定資産合計 

 

1,372,292 

237,300 

1,609,592 

負
債
の
部 

1.流動負債 

未払金 

流動負債合計 

2.固定負債 

  固定負債合計 

 

136 

136 

 

0 

資産合計 3,846,735 負債合計 136 

●ゆうちょ銀行 

口座名:特定非営利活動法人  

はちどりプロジェクト トクヒ)ハチドリプロジェクト 
[ 店名 ] 九〇八 (読み)キュウゼロハチ 
 [ 店番 ]908 [ 貯金種目 ] 普通貯金  
[ 口座番号 ]1041936 
 

●PayPay銀行  

口座名:特定非営利活動法人  
はちどりプロジェクト トクヒ)ハチドリプロジェクト 
[ 支店名 ] ビジネス営業部 
[ 店番号 ]005 [ 預金種目 ] 普通貯金  
[ 口座番号 ]2458241 
 

 

NPO 法人はちどりプロジェクト 

神奈川事務所 〒227-0063 神奈川県横浜市青葉区が丘 32-1-B207  

北海道事務所 〒051-0035 北海道室蘭市中島町 4丁目 17-33 

電話：080-3262-0750 Mail:hachidori2011@hotmail.co.jp 

 

代表宮手恵が 9月 24日カンボジアに向かい年末まで現地で活動します。 

そのための活動費として、目標 100万円の募金月間を行っています。ご支援の程よろしくお願いいたし

ます。 


